
1. 調査の目的

紀伊半島の東南部に位置する勝浦漁港は、岬や島々に囲まれた天然の良港であるとともに、沖合を流れ

る黒潮本流・分岐流に乗ってくる回遊性魚類の好漁場を控えているため、従来から漁業が盛んに営まれ、

特に沿岸マグロ類の集散地として、全国有数の生マグロの陸揚量を誇っている。

また、漁港周辺には勝浦温泉や那智の滝、熊野那智大社などの景勝地をはじめとする観光資源に恵まれ、

大規模な宿泊施設も数多く、水産業と観光を中心とした地域である。

しかし、岬や島々に囲まれた天然の良港であるがゆえに、湾内水域の海水流動が低く、また、生活系排

水や水産系排水などの汚濁負荷による水質の悪化が懸念されている。水質の悪化は、漁場環境への影響は

もちろんのこと、食品の衛生管理の観点からも漁港は、生産から消費地までのシステムの中で極めて重要

な場所であり、水域の海水を直接使用しなくとも食品を扱う場の水域が汚染されているようでは、消費者

に不信感を募らせることになり、水質保全は海水の利用の有無は関係なく今後必要なことと考えられる。

このようなことから本調査は、環境・衛生管理型漁港に向け、湾内水域の水質保全を目的とした水質改

善工法について検討を行ったものである。

2. 調査の内容

本調査の内容は、図－２調査フローに示すとおりである。
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図－２　調査フロー図図－１　位置図

１．対象地域の条件整理 

２．漁港利用の実態調査 

３．流入汚濁負荷の状況調査 

 

４．周辺海域の調査 

　　既存資料の整理 

５．問題点・課題の整理 

６．水質改善に向けた工法の策定 



3. 主な調査結果

3－1 水質を悪化させる要因

水域の水質悪化の直接的要因は、生活排水・荷さばき所排水・船倉水の排水であり、間接的には閉

鎖性の湾で海水交換が低いことがあげられる。これらの状況は以下に示すとおりである。

a 生活排水

対象地域である那智勝浦町では公共下水道は整備されていない。現状での水洗化率は41.9％、こ

のうち、し尿処理と生活排水を対象とする合併処理浄化槽は15％、し尿処理排水のみを対象とする

単独処理槽は85％で、生活排水はほぼ未処理で湾内に流入している。

s 荷さばき所排水

陸揚量の最も多い生マグロは、漁船内で内臓除去作業を行うため、荷さばき所内で発生する血水

量は少ない。しかし、陸揚作業の開始からセリの終了まで、魚体洗浄や陳列後の乾燥防止のため常

に海水を流しており、これらの排水は排水溝より泊地に排出される。

d 船倉水

水氷が入った漁船の魚倉から漁獲物を取り出すため、船倉水を排水しながら陸揚作業を行ってい

る。船倉水はそのまま泊地に排出される。

f 海水交換

勝浦漁港は、紀ノ松島から狼煙山、大勝浦まで結ばれた岬で囲まれた天然の良港であるため、波

や流れによる海水の流動は少なく海水交換率は低い。

g まとめ

水域に流入する汚濁物質量は、生活排水1,143k、荷さばき所と船倉水の排水を合わせた水産系

は945kであり、直接的な水質悪化の要因として、生活系排水とともに水産系排水の占める割合は

大きい。

また、岬や島々に囲まれた湾であるがゆえに、湾内水域の海水流動は低く、また、漁港施設整備

にともなって汚濁水の滞留水域が広がっていることが、間接的に水質の悪化につながっている。

28

衛生管理型漁港や環境に配慮した漁港施設に関する調査研究

表－１　汚濁負荷量

排水量（k）

BOD（ｇ）

SS（ｇ）

COD（ｇ）

生活排水

1,143

329,040

329,040

164,520

荷捌所排水

864

103,680

57,600

92,160

船倉水

81

172,800

46,080

80,640



3－2 水質保全工法

水質悪化の要因は、q生活系・水産系排水による汚濁負荷の流入、w海水流動の低さ、滞留域の存

在である。水質の保全を図るためには、直接的な要因である汚濁負荷の低減が必要であるが、これら

の問題を解決したとしても湾内の海水流動の低さ、滞留域の存在がある限り水質の悪化を招く恐れが

ある。排水処理施設整備等による流入汚濁負荷の低減はもちろんのこと、併せて湾内の水質改善を図

り、継続的な水質の保全が必要である。

水質改善の方法としては、清浄海水を導入して混合希釈を行うものや、底層悪水を上昇させ表面曝

気を行うなど各種の方法がある。手法別には、自然エネルギーや機械的な作用を利用する物理的手法、

薬剤や浄化材料の持つ科学的な性質を利用する化学的手法、生物の持つ性質を利用する生物学的手法

がある。
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図－３　水質悪化の要因
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これら水質改善工法より、化学的・生物学的手法は比較的狭い水域を対象としている事例が多く、

広い水域では施設規模が大きくなり経済的に適さない。したがって、ここでは物理的手法による水質

改善工法のうち、水域の特性等を考慮してq新水道の開削、w潮流制御工、e外海水の導入について

検討を行い、その結果、新水道の開削を提案することとした。

表－２に物理的水質改善工法、表－３に水質改善工法の適用性を示す。

4. 成果の活用

水質改善工法の検討においては、既存資料を参考に基本構想として新水道の開削の提案を行ったが、今

後実施に向けては、基本構想に沿って現地調査等により定量的な評価を行い、詳細な設計を進めていく必

要がある。

環境・衛生管理型漁港づくりにおいては、清浄海水の使用等、衛生管理に則した施設の整備や意識の向

上などと併せて、泊地内からの取水を行わない場合でも水質の保全は必要である。
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表
－
２
　
物
理
的
水
質
改
善
工
法

海
水
交
換
の
促
進

自
然
の
浄
化
作
用

底
質
の
改
善

分
類 自 然 エ ネ ル ギ ー 動 力 エ ネ ル ギ ー

浄
化
手
法

・
新
水
道
の
開
削

・
潮
流
制
御
工

・
作
澪

・
有
孔
堤
・
潜
堤
付
防
波
堤

・
ポ
ン
プ
に
よ
る
外
海
水
の

導
入

・
噴
流
式
水
流
発
生
装
置

・
浚
渫
、
覆
砂

概
　
　
要

・
新
水
道
を
開
削
し
、
外
海
水
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

水
質
改
善
を
図
る
工
法
。
新
旧
の
出
口
部
に
潮
位
差
ま

た
は
位
相
差
が
あ
れ
ば
海
水
交
換
が
期
待
で
き
る
。

・
導
流
堤
の
設
置
に
よ
り
、
振
動
流
で
あ
る
潮
流
の
う
ち

の
一
方
向
成
分
を
相
対
的
に
助
長
し
、
交
流
あ
る
い
は

潮
汐
残
差
流
を
大
に
し
て
海
水
交
換
量
の
増
大
を
図
る

工
法
。

・
浅
い
海
域
・
干
潟
等
で
往
復
潮
流
と
な
っ
て
い
る
海
域

に
局
所
的
に
深
い
ミ
オ
筋
を
作
る
こ
と
に
よ
り
漁
場
内

の
流
況
を
換
え
、
海
水
交
換
を
促
進
す
る
と
同
時
に
交

流
量
を
増
大
さ
せ
る
工
法

・
防
波
堤
内
に
設
け
た
孔
で
海
水
交
換
を
図
る
工
法

・
有
孔
堤
の
前
面
に
潜
堤
を
設
置
し
、
防
波
堤
と
潜
水
堤

間
の
遊
水
部
の
水
位
上
昇
を
図
り
、
港
内
外
と
の
水
位

差
を
利
用
し
て
港
内
へ
の
導
水
を
図
る
工
法
。

・
水
質
悪
化
の
起
源
で
あ
る
底
層
に
清
浄
な
外
海
水
を
供

給
し
、
水
質
悪
化
の
排
除
を
図
る
工
法
。
清
浄
な
外
海

水
を
供
給
す
る
た
め
、
希
釈
効
果
も
期
待
で
き
、
水
質

浄
化
の
効
果
が
高
い
。

・
海
底
付
近
の
設
置
し
た
水
流
発
生
機
か
ら
水
流
を
発
生

さ
せ
、
底
層
水
の
貧
酸
素
を
抑
制
す
る
。（
特
に
夏
期

の
貧
酸
素
濃
度
を
本
装
置
に
よ
り
上
昇
さ
せ
、
生
物
生

息
環
境
の
改
善
を
目
的
と
し
て
い
る
。）

・
海
底
に
堆
積
し
た
汚
泥
の
除
去
や
汚
染
さ
れ
て
い
な
い

材
料
に
よ
り
被
覆
し
、
汚
泥
か
ら
の
栄
養
塩
溶
出
や
溶

存
酸
素
を
抑
制
す
る
。

概
　
略
　
図

両
津
港
 

取
水
口
 

ポ
ン
プ
場
 

天
王
川
 

5
6

7
8

湾 口  

取 水
ト ン
ネ ル 

隔
壁
 

導
流
堤
 

澪
筋
 

ポ
ン
プ
 

湾
口
敷
 

軽
い
水
 

重
い
水
 

ポ
ン
プ
浮
体
 

ポ
ン
プ
 

モ
ー
タ
ー
 

空
気
圧
○
○
 

水
流
発
生
機
 

覆
砂
 

底
泥
 

底
泥
 

長
　
所

・
新
水
道
の
開
削
費
用
な
ど
初
期
費
用

が
か
か
る
が
、
動
力
を
使
用
し
て
い

な
い
た
め
、
開
削
後
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
か
か
ら
な
い
。

・
導
流
堤
建
設
費
用
な
ど
初
期
費
用
が

か
か
る
が
、
動
力
を
使
用
し
て
い
な

い
た
め
、
建
設
後
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
か
か
ら
な
い
。

・
海
底
に
ミ
オ
筋
を
作
る
工
法
で
あ
る

た
め
、
費
用
が
少
な
く
済
む
。

・
防
波
堤
建
設
な
ど
初
期
費
用
が
か
か

る
が
、
動
力
を
使
用
し
て
い
な
い
た

め
、
開
削
後
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
か
か
ら
な
い
。

・
動
力
を
使
用
す
る
た
め
、
水
質
浄
化

に
対
し
て
効
果
の
確
実
性
が
あ
る
。

・
広
い
水
域
に
対
し
て
は
ポ
ン
プ
容
量

や
台
数
の
増
設
で
対
応
で
き
る
。

・
富
栄
養
化
等
で
貧
酸
素
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
生
態
系
の
復
元
を
図
る

場
合
に
適
す
る
。

・
浚
渫
や
覆
砂
な
ど
の
比
較
的
簡
単
な

工
法
で
あ
る
た
め
、
費
用
が
安
く
済

む
。

短
　
所

・
新
水
道
の
開
削
適
地
が
必
要
と

な
る
。

・
導
流
堤
の
設
置
に
よ
り
水
平
循

環
流
を
助
長
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
鉛
直
循
環
流
が
遮
ら

れ
、
海
水
交
換
が
悪
く
な
る
場

合
が
あ
る
。

・
潮
位
差
が
大
き
く
、
往
復
運
動

が
大
き
い
場
合
に
適
す
る
た

め
、
湾
口
が
狭
い
閉
鎖
性
の
湾

に
対
し
、
効
果
的
と
な
る
。

・
漁
港
が
外
洋
に
面
し
て
い
る
場

合
に
は
、
波
浪
に
よ
る
海
水
交

換
が
期
待
で
き
る
が
湾
内
の
漁

港
で
は
適
さ
な
い
。

（
新
水
道
開
削
と
の
併
用
で
有

効
と
考
え
ら
れ
る
）

・
ポ
ン
プ
を
稼
働
す
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
が
か
か
る
。

・
ポ
ン
プ
を
稼
働
す
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

用
が
か
か
る
。

・
生
態
系
の
復
元
に
よ
り
水
質
浄

化
を
図
る
た
め
詳
細
な
水
質
調

査
の
上
、
水
質
汚
濁
の
原
因
を

究
明
し
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

・
水
質
浄
化
の
根
本
的
な
解
決
に

は
な
ら
な
い
こ
と
や
水
質
汚
濁

が
進
行
し
た
場
所
で
の
簡
易
的

な
対
策
で
あ
る
。

評
価 ○ ○ △ △ ○ △ ×

港
外
側

港
内
側
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表
－
３
　
水
質
改
善
工
法
の
適
用
性

新 　 水 　 道 　 の 　 開 　 削 潮 　 流 　 流 　 制 　 御 　 工 外 　 海 　 水 　 の 　 導 　 入

平
　
面
　
図

水
道
の
開
削
 

導
流
堤
設
置
 

沖
合
か
ら
の
取
水
 

導
流
堤
 

海
水
の
流
れ
 

5.5
15
0ｍ
 

P
 

沖
合
か
ら
清
浄
海
水
の
取
水
 

取
水
口
 

市
場
前
面
の
泊
地
に
放
水
 

岸
壁
 

取
水
ポ
ン
プ
 

８～10ｍ 

概
　
略
　
図

概
　
　
要

効
果
と
問
題
点

概
算
工
費

・
新
水
道
を
開
削
し
、
外
海
水
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
水
質
改
善
を
図
る
工
法
。
新
旧
の

出
口
部
に
潮
位
差
が
あ
れ
ば
海
水
交
換
が
期

待
で
き
る
。

・
水
道
を
海
水
の
滞
留
し
や
す
い
湾
奥
部
に
設

け
れ
ば
、
湾
奥
部
か
ら
湾
口
ま
で
の
流
れ
を

つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
、
湾
全
体
の
海
水

交
換
の
面
で
有
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
水
道
を
設
け
て
海
水
交
換
を
図
る
た
め
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
か
か
ら
な
い
。
勝
浦
湾

の
場
合
、
太
平
洋
側
に
面
し
た
場
所
に
水
道

を
設
け
れ
ば
、
流
れ
と
と
も
に
波
浪
に
よ
る

水
位
上
昇
が
期
待
で
き
る
た
め
海
水
交
換
性

は
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
外
海
波
浪

で
堰
上
げ
流
入
さ
せ
る
構
造
と
併
用
す
れ

ば
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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8百
万
円

・
導
流
堤
の
設
置
に
よ
り
潮
流
を
制
御
し
、
一

方
向
の
流
れ
を
作
り
だ
す
こ
と
に
よ
り
海
水

交
換
量
の
増
大
を
図
る
工
法
。

・
勝
浦
湾
は
湾
口
が
比
較
的
大
き
い
た
め
、
湾

内
外
の
潮
位
差
が
生
じ
に
く
い
が
、
導
流
堤

を
設
け
、
湾
口
を
適
切
な
大
き
さ
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
潮
位
差
に
よ
る
海
水
交
換
も

期
待
で
き
る
。

・
勝
浦
湾
で
は
中
島
で
湾
口
が
分
か
れ
て
い
る

た
め
、
隔
壁
を
設
け
る
必
要
が
な
く
導
流
堤

を
設
け
れ
ば
、
湾
内
の
一
定
方
向
の
流
れ
を

作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
新
水
道
の
開
削
と
同
様
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
か
か
ら
な
い
。
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・
清
浄
な
外
海
水
を
導
入
し
、
水
質
悪
化
の
排

除
を
図
る
工
法
。
清
浄
な
外
海
水
を
供
給
す

る
た
め
、
希
釈
効
果
も
期
待
で
き
、
水
質
浄

化
の
効
果
が
高
い
。

・
水
質
悪
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
所
に
直

接
清
浄
海
水
を
長
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

水
質
改
善
の
効
果
が
高
い
。

・
機
械
の
動
力
を
利
用
す
る
た
め
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
確
実
に
清
浄
な
外
海

水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
質
改
善
効
果
は
期

待
で
き
る
。

・
海
洋
深
層
水
を
取
水
す
る
場
合
は
そ
の
特
性

で
あ
る
清
浄
性
、
富
栄
養
性
及
び
低
温
性
が

周
辺
海
域
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
調
査
、

検
討
の
必
要
が
あ
る
。

沖
合
清
浄
水
取
水

33
1百
万
円

（
ポ
ン
プ
稼
働
費
込
）

ポ
ン
プ
稼
働
費

20
百
万
円
／
年

ポ
ン
プ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

２
百
万
円
／
年

海
洋
深
層
水
取
水

1,
11
0百
万
円

（
ポ
ン
プ
稼
働
費
込
）

ポ
ン
プ
稼
働
費

20
百
万
円
／
年


